
（1）第  29 号く ら ふ と平成31年３月１日

 平成30年度より新しい保育所保育指針、幼保連携型認定こども園教育・保育要領、幼稚園教育要

領が施行されました。

　今回の指針等の改定の大きなポイントとしては、幼児教育を国の重要な学校教育として位置づけ、

保・幼・こども園における幼児期の教育を小学校以降につなげるという方向に向かっていること。

その観点により「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」が明確にされたこと。保育指針、教育・

保育要領においては、年齢区分を、乳児期、満１歳～満３歳未満、満３歳以上とし、乳児期では３

つの視点、満１歳～満３歳未満では５領域によって、教育的な視点が明確になったこと。等が挙げ

られると思います。

　この改定により、各園とも試行錯誤しながらの１年間だったのではないかと思います。10の姿、

３本の柱、３つの視点、５領域をどのように全体的な計画に組み込んでいくのか、月案・週案にど

のように反映させていくのか、大変難しい課題であったことと思います。今後も研修を重ねながら、

指針や教育・保育要領と向き合っていかなければなりませんね。

　さて、育み協会調査委員会では、平成28年度に続き、実態調査を行いました。お忙しい中、137

園からご回答いただきました。

　今回は、保育指針、教育・保育要領の改定、職員の人材育成、防災の３点について、各園の取り

組みを伺いました。特に、保育指針、教育・保育要領の改定については、皆様から多くの記述をい

ただき、各園とも熱心に取り組んでおられることを改めて感じました。詳しい調査結果を掲載しま

すので、自園の取り組みの見直しや今後の進め方の参考にしていただければと思います。ご協力あ

りがとうございました。

　（調査委員：村田奈津子、片桐隆嗣、小林広子、益田雅子、渡辺菜々海、和田知之）

 Ⅰ　園の基本情報
　⑴　　①公営　　72　②民営　　64　③公設民営　　１

　⑵

０歳 １歳 ２歳 ３歳 ４歳 ５歳 計

児  童  数  （人） 671 1,944 2,235 2,373 2,485 2,403 12,111

職員
正職（人） 180 263 249 168 149 151 1,160

臨職（人） 67 98 102 59 37 44 407

非常勤職員（人） 102 130 97 42 29 25 425

職  員  計  （人） 349 491 448 269 215 220 1,992

常　　　勤 非　常　勤
計

所　長 副園長 主　任 保育士 給　食 看護師 その他 保育士 給　食 看護師 その他

132 109 216 1,381 291 57 1 637 189 14 5 3,027

～鳥取県保育所（園）実態調査を行いました～
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第29号県育協だより
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 Ⅱ　保育指針、教育保育要領の改定について

　⑶　魅力や可能性

【保幼こ小中の接続・連携の重視、10の姿】

　・資質・能力の３つの柱、幼児期の終わりまでに育って欲しい姿（10の姿）が示され、その子どもの育ちを

捉えた上で、小学校との接続がより円滑になり、小学校のスタートがスムーズに行くこと。

　・保育は単に遊んでいるだけではなく、遊びの中に学びの基礎があることが具体的に示された。

　・３つの視点が保幼こ小中高まで一貫性のあるものとして位置づけられている。

　・保育所が行ってきた保育が、具体的な教育と養護の一体化として表現されたことにより、保育の中の教育

について意識を持ち、子ども育てに向き合えるようになること。

　・10の姿などについて保育で行ってきたものを、より子どもの姿・育ちに落とし込んで促していけると感じ、

今まで以上に子どもに大切な関わりが保育で持てるということに繋がる。

【乳児・未満児保育の充実】

　・乳児保育の充実により保育実践が明確化された。

　・０～２歳まで、保育所で教育が行われている点を広く理解してもらえた点。

　・乳児保育と１歳児以上３歳児未満の保育のねらい及び内容の記載が充実されたこと。

　・乳児保育、1歳以上 3歳未満児と分れ、具体化しやすくなった。

【養護の重要性】

　・養護に関する基本的事項が総則にあげられたことにより、その重要性を示した点。

　・幼児教育の位置づけとともに養護の大切が示された。

　・養護的がクローズアップされたことにより、保育という仕事により誇りや素晴らしさを感じた。

【幼児教育の充実】

　・３要領の同時改定により、就学前の学びの場、子どもたちがどこで生活しても同じ質、同じ幼児教育が確

保できるよう、内容が同じになり、保育者にとってもより明確に取り組めるようになった。

　・幼児教育において非認知的能力を育むことが人間の一生にとって重要な意味を持つことが明らかになって

いるが、その育ちのために乳幼児からの丁寧な対応、応答的な姿勢、温かい受容が大事と盛り込まれたこと。

【子ども主体の保育】

　・主体的、対話的な深い学び（アクティブラーニング）に通じた生活にわたる学びの姿勢の育ち。

　・人と人（子どもと保護者、子どもと子ども）との関わりを丁寧に見ていくことが重要視された。

　・保育所主導の保育から子ども主体の保育への転換。主体的対話的で深い学びの具体化、導入。

【職員の資質向上】

　・研修体制の強化⇒職員の専門性の向上。

　・役割分担等で職員の専門性と資質向上を期待する。

【子育て支援】

　・子育て支援について、今まで以上に、各関係機関が連絡できるのではないか。
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⑴　新保育指針、教育・保育要領の施行準備 ⑵　具体的な準備

その他（公立保育園での研修会・保育専門員による研修）
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　⑷　課題や問題

【保幼こ小中の接続・連携の重視、10の姿】

　・「幼児期の終わりまでに育って欲しい姿」を到達目標として捉えないように注意する必要がある。

　・10の姿についての共通理解を図るための研修の場が必要。

　・10の姿について、どうしても押し付け感がある（抑圧的な感じがする）。姿が合わない子はどうすればよ

いのか。評価の仕方を工夫しても、何となく納得いかない。

　・繋がりの連続性は大事だが、小学校教育の前倒しとはき違えないようにしないといけない。

　・10の姿は到達目標でなく、個人差があるという点で十分理解が必要であること。

【職員の資質の充実・研修について】

　・全職員で共通理解するのが難しい。職員により改定について温度差がある。

　・専門性、資質向上には働ける保育条件と労働環境の整備、改善が必要である。

　・保育指針のみ、職員の資質向上の内容が大きく取り上げられていることの意味。

　・職員の共通理解、職場内研修が今以上に必要になるが、時間や財源の確保が難しい。

　・処遇改善Ⅱを受けない場合、職員のやりがい感をどう保ったり向上させたりするかが課題。

【実践との関連について】

　・子どもの発達を理解できていないと日々の保育に降ろしにくい。

　・「10の姿」「資質・能力」「乳児・１歳以上、３歳未満児の保育」を理解して、日々の保育に取り入れてい

く実践が難しいと感じている。

　・各年齢の領域にそった子どもの姿のイメージ、目指す子ども像が保育にイメージでき、保育実践へとつな

がっていくか。

　・保育内容の年齢区分が大まかになり、新人には年齢のおさえが難しいように感じる。

　・クラス担任が、子どもの姿と照らし合わせて、それぞれの子どものねらいをイメージできるだろうか。

　・改定の内容を実践しようと考えた場合、現行の職員配置では、保育者への負担が増大するため、クラスの

子どもの人数や保育者の人数など配置基準を見直すことが必要。

【養護・乳幼児期の教育について】

　・保育は「養護」が核となるということの理解がなされているか。

　・教育的な事が重要視され、養護の部分が薄くなったのでは。

　・乳幼児期の教育の意味を取り違えてはいけない。乳幼児期の教育は、養護とは分けられない。

　・教育ということを強調しすぎている点（養護の大切さ）。

【保護者との連携について】

　・保育所教育や取り組みについて、保護者に十分に関心をもってもらっていない状況（保育所任せ）。

　・保護者に対する子育て支援を行う際の保育所全体の体制づくりと個別支援。

　・保育園利用の保護者も多様化しており、職員の確保が難しい中で、地域の保護者支援までは難しい。

【その他】

　・教育・保育要領において「子どもの最善の利益を考慮すること」についての記述がない。

　・教育を強調することで、間違った教育観（早期教育）に走らないか不安。子どもの主体性を育む保育にス

トップがかかってはいけないと思う。
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⑸　改定を保護者に伝えたか ⑹　保護者にどう伝えたか

その他（保育参加日・保育説明会・参観日・手紙と保育指針を保護者に配布）



く ら ふ と（4） 第  29 号 平成31年３月１日

その他

　・10の姿に合わせて保育内容と照らし合わせてパワー

　　ポイントで説明した。

　・保育方針等を変更したのでその内容を伝えた。

　・幼児教育や10の姿について伝えた。

 Ⅲ　職員の人材育成について
　　【外部研修について】
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⑺　どのように伝えたか

【考察】
　今回の改定の「魅力や可能性」で一番指摘が多かったのは、「10の姿、保小の接続」に関わる項目である。そこでは、

10の姿が示されたことで、各学校段階で育ちのイメージの共有化が図られ、保小の接続・連携が図られやすくなると

いう指摘がなされていた。その一方で、この項目は、「課題や問題点」でも指摘され、10の姿が到達目標化することに

懸念を示す意見が多く見られた。

　また、「魅力や可能性」では、例えば「乳児・１歳児以上３歳未満児の保育に関する記載が充実された」「幼児教育

の共通化により、各施設において同じ育ちを目指す方向が示された」「養護に関する基本的事項が総則に組み入れられ、

その重要性が強調された」など、「乳児・未満児保育の充実」や「幼児教育の充実」、そして「養護の重要性の強調」

などが指摘された。この他、少数であるが、「子ども主体の保育」がもたらす成果や、今回の改定が「職員の資質向上」

に繋がるという指摘もあった。

　一方、「課題や問題点」では、「指針の理念や内容を職員間でどのように共通理解していけばよいのか」といった「研

修のあり方、体制づくり、資質向上」に関する内容を挙げるものがもっとも多く、「子どもの発達ができていないと日々

の保育に降ろしにくい」「実践に向けて、目指す子ども像のイメージができるか」などと考え合わせると、改定された

内容を、保育現場にどのように降ろし、保育の質を高めていくのかが「課題・問題点」となっている様子が伺われた。

　また、本格的な施行にあたって「準備ができている園」と「できていない園」との比率は、ほぼ半数となっている。

準備の具体的な内容としては、園内研修で理解を深めたり全体的な計画や年間計画の作り直しをしたりするよりも、

解説書を読んだり園外研修に参加したりするなどの方が多かった。

　改定を保護者に伝えたかという質問については「今後伝える」という回答を含めると、「伝えていない園」が「伝え

たという園」の倍近い数となった。保護者への伝え方としては「改定されたことを伝えたのみ」がもっとも多い結果

となった。

　以上のことより、調査時点では、自園内で改定の内容をしっかりと把握するまでには至っていない様子が伺われ、

保護者への伝達も表面的にならざるを得なかったと思われる。新保育指針、教育・保育要領の施行から調査を行った

期間までが短かったこともあるが、準備期間の活用という点では課題が残る結果となった。
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⑴　参加者の決定 ⑵　研修案内
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　　【研修報告について】

　　　その他　・報告書作成・回覧・配布

　　　　　　　・復命書

　　【園内研修について】⑷

　　その他　・不定期

　　　　　　・必要に応じて

　　　　　　・月３回以上

　　　　　　・月１回＋小グループの話し合い

　　　　　　・年に２～４回

　その他　・人権同和保育

　　　　　・食育

　　　　　・保小連携

　　　　　・自主研

　　　　　・エリア別研修

　　　　　・マナー（電話・保護者対応等）
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⑶　研修報告の仕方
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頻　度 参加者

　　その他　・以上児会、未満児会

　　　　　　・パート職員には後日報告

　　　　　　・２交代制
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⑸　人材育成
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　　⑹　研修方法

　　【人材育成のシステム】⑺

 Ⅳ　防災について
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講　師 研修方法
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人材育成システム
講師その他　　　　・職員のみ
　　　　　　　　　・マニュアル
　　　　　　　　　・職員による問題提起（当番制）

研修方法その他　　・ビデオ研究会
　　　　　　　　　・ケース会議
　　　　　　　　　・公開保育後講師による助言指導
　　　　　　　　　・講義形式
　　　　　　　　　・講話、シンポジウム
　　　　　　　　　・ＫＪ法

【考察】
　外部研修については、案内を掲示・回覧することで本人の希望を募り、参加している状況が多いことが見受けられた。

また、報告についても回覧、一部の職員に報告、伝達という園が多く、外部研修の内容がなかなか園全体としての研

修として活かしきれていない現状がある。

　また、園内研修は、月に１～２回、１～２時間行う園が多いが、全員参加の研修時間を確保するのが難しいことが

伺われる。

　職員の資質向上については、今回の改定で保育指針にも章として記されている。今後の研修体制の充実が望まれる。
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⑴　非常災害訓練 ⑵　災害訓練想定

　　⑴　その他　・土砂災害

　　⑵　その他　・午睡後

　　　　　　　　・自由遊び時
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　⑸　その他　・交通事故

　⑹　合同災害訓練特徴的なもの

　　　・市で一斉に

　　　・企業と合同で起震車体験

　　　・防災訓練の日

　　　・不審者訓練　警察と

　　　　（非常通報装置・駐在所・生活安全課）

　　　・公民館と合同訓練

　　　・法人合同訓練

　　　・校区学園との合同訓練

　　　・高校生との合同訓練
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⑶　マチコミメール

⑷　その他　・各種メール（スクール i ネット・

　　　　　　　モバイルメール・保護者会Ｇメー

　　　　　　　ル・一斉メールシステム）

　　　　　　・町内放送、防災無線

　　　　　　・おたよりボード

　　　　　　・玄関の張り紙

　　　　　　・電話連絡
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⑸　合同訓練 ⑺　早朝・延長保育の危機管理

【考察】
　・非常災害訓練は、地震・不審者・火災の順で多く実施されている。火災より不審者の訓練の方が多いのが、時代

を反映しているように感じた。また、原子力災害やミサイル、山崩れなど、地域性が見られると感じた。

　・災害訓練想定は、職員の人数が少ない時は、あまり行っていない傾向にある。（早朝、土曜日、延長など）

　・早朝、延長保育の危機管理は、施錠やサスマタ、防犯カメラなど、器具や機械に頼っている傾向にある。

　・津波想定、近隣と合同訓練

　・水害時の垂直避難施設

　・近隣での引き渡し訓練

　・園児のバスで避難誘導

　・併設のデイサービスと合同訓練

　・小学校との合同訓練

　・原子力災害での市との情報伝達訓練

　・消防器具商会と消火訓練
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　社会福祉法人はまなす会　夕日ヶ丘保育園
は、保育の基本理念のもと、「丈夫な子」「思い
やりのある子」「感性豊かな子」をめざすこど
も像に掲げ、保育を行っています。
　将来は、「いのちを大切にし、平和を愛する
大人・自分を肯定でき、他者をも認め、少数派
や自分とは異なるもの、考え、文化を受け入れ
ることができる大人。」「健康管理ができ、経済
理念があり、生活力をきり拓くことのできる自
活した大人。」「生きがいをもって働ける大人・

鳥取の保育園

私たちの園

― 第６回　くらふと広報誌からの保育園紹介 ―

社会福祉法人 はまなす会
夕日ヶ丘保育園

　社会福祉法人はまなす会のなまえの由来である「ハマナス」は、寒い海辺の地でも自生越冬し、
初夏のころ美しい一重の花後、大きな朱色の実がなります。バラの原種でとても丈夫、生命力溢れ、
輝く笑顔のような花を咲かせます。「自らの命を輝かせ、可能性を花開かせ、力強く生長していっ
てほしい。」こどもたちへのそんな願いを込めて命名しました。
　保育理念
　☆こどもには、真にしあわせで豊かな子ども時代を過ごし

てほしい。保育園は地域で子育てをする家庭にとって、実
り多い子育て時代になるような「こどもの城」「親子の園（そ
の）」「おとなとこどもが育ち合う庭」でありたいと願って
います。

　　「共育て・共育ち」をテーマに保護者と園の職員がこど
もを真ん中にして共に子育て・保育を楽しみながら、こど
もの成長を喜び合ったり、悩んだりしながら、おとな同士
もいっしょに育ち合えるような関係を育んでいけるといいと思っています。

　保育目標
　☆自然の中で豊かな体験をし、遊びを通して心とからだの発達をうながしていく保育を目指して

います。
　　また働きながら安心して子育てができる環境を、保護者の方や地域の方々と協力しながらつ

くっていきます。
　保育方針（たてわり保育）
　☆０才、１才保育
　　０才、１才は年齢別保育を行う中で、こどもの欲求・要求・

自己主張を受けとめ、信頼感安心感の中で大人とこどもの関係
づくりをていねいに深めていきます。

　☆２才～５才保育
　　２～５才児は異年齢グループ編成で、たてわり保育を行って

います。年下の子を思いやり、様々なこどもが集い共通の目的
を見出したり、やり遂げるために手順や段取りを考えたり、必要なものを何か作ったり、発生す
る問題をみんなで解決しようと試みたり、あれこれ遊びを工夫するなかで他者と協調したり、状
況に応じて判断する力などが培われます。

夕日ヶ丘保育園 園長
　坪栄　周作
（つぼえ　しゅうさく）氏

夕日ヶ丘保育園は平成16年
４月に個人立の保育所とし
て開園。平成19年４月の社
会福祉法人はまなす会の設
立にともない、30名定員の
認可保育所となる。平成20
年に増築を行い、定員を60
名とした後、平成25年４月
に70名定員となり、現在に
至る。
０～５歳児の一貫保育とし
て保育園を運営。

所在地：鳥取県境港市夕日ヶ丘 1-66
定員：70名
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創造性、想像力豊かで、他者に思いを馳せ、様々
な考えを理解しようとすることのできる大人。」
になって欲しいと願い、日々の保育に取り組ん
でいます。

　社会福祉法人はまなす会が運営する夕日ヶ丘
保育園は、境港の新しい町夕日ヶ丘の中に位置
しています。平成16年に個人立で開園してから、
子育ての細かなところにこだわりながら保育を
行ってきました。たとえば給食では、天然のだ
しを使い、調味料は、白砂糖・精製塩は使用せ
ず、三温糖・天塩を使用し、おやつも加工食品
をなるべく使わず、手作りにこだわっています。
また、保育実践では、近くに竜ヶ山公園があ
り、０歳から散歩に出かけ、大人が子どもに匂
いや音や不思議さを語りかけ、一緒に自然の息

吹、美しさを感じ発見を喜び合います。抱っこ
で。バギーに乗って。散歩車に乗って。そのう
ちえっちらおっちら歩くようになり、大きくな
ると友だちと手をつないで坂道を登ったり、橋
を渡ったり、東屋で座ってみたり、くもの巣に
ひっかかってみたりするようになります。そん
な子どもたちの成長の様子を丁寧に見守り、一
緒に喜び合う職員集団。保育に対する熱い思い
が26ページにもわたる「園のしおり」が物語っ
ています。

ポイント①
 自然と共に
　園から歩いて２分ほどのところに竜ヶ山公園
があります。大人が子どもに、匂いや音や不思
議さを語りかけ、一緒に自然の息吹、美しさを
感じ、発見を喜び合います。また、山頂にはと
ても歴史を感じさせる遊具があり、山頂からの
眺めも、なかなかのものです。
　こんなに素敵な公園が近くにあって、ほんと
うに幸せ。

ポイント②
 たてわり保育
　２～５才児は、異年齢グループ編成による縦
割り保育を行っています。
　小さなこどもは、年長者の遊び・行動を模範
とし、憧れを抱いたり、興味や感動体験を共有
しながら育つこどもの集団は、こどもたちが育
ち合ううえで必要不可欠な、とても大切なもの

です。そして多様な人との関りや仲間の中で認
められることの積み重ねが、こども一人一人を
輝かせているのだと思います。

ポイント③
 命・食を大切に
　こどもたちのこころとからだづくりのため、
本園は給食を保育の一環として重視していま
す。食の営みは、ひとのこころとからだを育み
ます。命あるものをいただき、命をつないでい
きます。食を通しても、命の大切さをこどもた
ちに伝えていければと思います。

園を知る３つのポイント
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平
成
31
年
１
月
13
日
（
日
）
倉
吉
未

来
中
心
に
お
い
て
、
第
65
回
鳥
取
県
保

育
推
進
研
究
大
会
を
開
催
い
た
し
ま
し

た
。
県
下
の
保
育
園
・
認
定
こ
ど
も
園

よ
り
、
５
６
０
名
あ
ま
り
の
皆
様
に
ご

参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
開
会
式
で
は
、
主
催
者
で
あ
る
鳥
取

県
子
ど
も
家
庭
育
み
協
会
　
大
橋
和
久

会
長
の
挨
拶
の
後
、
来
賓
と
し
て
お
越

し
い
た
だ
い
た
、
衆
議
院
議
員
　
石
破

茂
氏
を
は
じ
め
、
参
議
院
議
員
　
舞
立

昇
治
氏
、
鳥
取
県
議
会
副
議
長
　
福
間

裕
隆
氏
、
倉
吉
市
長
　
石
田
耕
太
郎
氏

よ
り
、
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
次
に
行
わ
れ
た
表
彰
式
で
は
、
保
育

功
労
者
28
名
、
役
員
功
労
者
１
名
の
皆

様
が
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
長
年

の
功
績
に
敬
意
を
表
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
全
体
会
は
、「
子
ど
も
を
『
人
間
と

し
て
み
る
』
と
い
う
こ
と
」
を
テ
ー
マ

に
、
田
園
調
布
学
園
大
学
大
学
院
教
授

東
京
大
学
・
青
山
学
院
大
学
名
誉
教
授

佐
伯
　
胖
氏
に
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し

た
。
保
育
と
は
、
子
ど
も
を
望
ま
し
い

状
態
に
す
る
こ
と
な
の
か
、「
同
感
」

を
強
要
さ
れ
る
現
在
の
教
育
は
「
二
人

称
的
関
わ
り
」
を
消
滅
さ
せ
て
は
い
な

い
か
等
問
題
提
起
の
後
、「
感
じ
る
こ

と
か
ら
始
め
る
こ
と
の
大
切
さ
」「
自

然
的
ケ
ア
リ
ン
グ
」
等
に
つ
い
て
話
さ

れ
ま
し
た
。

　
講
演
後
、
駆
け
つ
け
て
く
だ
さ
っ
た

平
井
伸
治
鳥
取
県
知
事
に
祝
辞
を
い
た

だ
き
、
全
体
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

　
全
体
会
に
引
き
続
き
、「
主
体
的
で

対
話
的
な
深
い
学
び
」
を
考
え
る
と
い

う
テ
ー
マ
で
佐
伯
胖
先
生
に
講
演
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
こ
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
の

２
園
の
事
例
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

　「
お
店
屋
さ
ん
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

�

赤
崎
こ
ど
も
園
　
徳
田
憲
生
氏

　「
万
華
鏡
の
取
り
組
み
を
通
し
て
」

�

仁
慈
保
幼
園
　
松
尾
　
賢
氏

　
こ
の
事
例
を
通
し
て
、
子
ど
も
の
中

か
ら
の
提
案
を
他
の
子
が
お
も
し
ろ
い

と
感
じ
た
時
に
そ
の
考
え
を
大
切
に
引

き
継
ぎ
展
開
し
て
い
く
。
結
果
、
主
人

公
を
つ
く
っ
て
い
く
。
こ
れ
が
主
体
性

で
あ
る
。
ま
た
、
子
ど
も
の
発
想
を
文

化
的
実
践
に
し
て
い
く
た
め
に
、
保
育

者
は
強
引
に
ひ
っ
ぱ
る
の
で
は
な
く
、

お
も
し
ろ
い
と
見
る
ま
な
ざ
し
が
大
切

で
あ
る
と
い
う
こ
と
。
そ
し
て
、
ど
の

子
も
主
人
公
に
な
り
、
人
間
と
し
て
生

き
生
き
と
し
て
い
く
こ
と
が
「
育
む
」

こ
と
で
あ
る
こ
と
。
私
た
ち
保
育
者
の

あ
る
べ
き
姿
を
改
め
て
強
く
感
じ
ま
し

た
。
子
ど
も
の
中
に
あ
る
力
を
見
守
り

観
察
し
て
、見
え
な
い
も
の
を
見
る〝
お

て
ん
と
う
さ
ま
〟
で
あ
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
保
育
を
す
る
中
で
、「
ね
ば
、
べ
き
」

か
ら
始
め
な
い
で
、
感
じ
る
保
育
者
に

な
り
ま
し
ょ
う
と
い
う
言
葉
も
心
に
残

り
ま
し
た
。
日
々
を
顧
み
て
反
省
す
る

と
と
も
に
、
明
日
か
ら
の
保
育
が
楽
し

み
に
な
る
よ
う
な
ワ
ク
ワ
ク
し
た
思
い

も
湧
い
て
く
る
１
日
と
な
り
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
お
も
し
ろ
い
遊
び
を
子
ど

も
た
ち
と
一
緒
に
感
じ
、
楽
し
み
、
子

ど
も
を
世
界
に
羽
ば
た
く
文
化
の
ク
リ

エ
ー
タ
ー
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
事
例
発
表
の
２
園
の
先
生
方
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
第
２
分
科
会
で
は
、「
発
達
障
害
の

理
解
と
現
場
で
で
き
る
工
夫
に
つ
い
て

～
保
護
者
へ
の
対
応
と
合
理
的
配
慮
の

実
践
例
～
」
と
題
し
、
講
師
に
鳥
取
大

学
附
属
病
院
　
脳
神
経
小
児
科
子
ど
も

の
心
の
診
療
拠
点
病
院
推
進
室
　
特
命

専
門
職
　
足
立
み
な
美
氏
に
ご
講
演
を

  
第
65
回
鳥
取
県
保
育
推
進
研
究
大
会

鳥
取
県
子
ど
も
家
庭
育
み
協
会 

副
会
長
　
村
　
田
　
奈
津
子
　

第
２
分
科
会
に
参
加
し
て

あ
さ
ひ
保
育
所
　
舩
橋
　
成
子

第
１
分
科
会
に
参
加
し
て

つ
ば
さ
保
育
園
　
武
良
　
淳
子
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い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
講
演
の
内
容
は
、
①
発
達
障
害
に
つ

い
て
、
②
園
で
行
う
合
理
的
配
慮
に
つ

い
て
、
③
保
護
者
の
気
持
ち
と
園
で
行

う
保
護
者
支
援
に
つ
い
て
、
お
話
し
さ

れ
ま
し
た
。「
発
達
障
害
」
と
言
わ
れ

て
い
る
も
の
に
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
、
考

え
方
も
日
々
変
わ
っ
て
い
る
し
、
対
応

の
仕
方
も
そ
れ
ぞ
れ
だ
と
い
う
こ
と
。

今
日
、
こ
の
対
応
が
良
か
っ
た
か
ら
こ

の
方
法
が
一
番
で
は
な
い
と
言
わ
れ
ま

し
た
。

　
障
害
の
あ
る
子
が
共
に
育
ち
、
共
に

参
加
す
る
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い

か
、
考
え
て
い
く
こ
と
が
必
要
に
な
っ

て
き
ま
す
。
ま
ず
は
、
基
礎
的
環
境
整

備
（
全
て
の
子
ど
も
に
と
っ
て
、
過
ご

し
や
す
い
環
境
づ
く
り
）
を
し
て
い

き
、
障
害
の
あ
る
子
に
は
、
一
人
ひ
と

り
へ
の
個
別
の
配
慮
を
し
て
い
く
こ
と

で
す
。
こ
の
支
援
は
、
保
育
所
に
い

る
時
だ
け
で
は
無
く
、
学
校
か
ら
そ
の

後
ず
っ
と
続
け
ら
れ
て
い
く
も
の
で
あ

り
、
生
活
の
場
で
、
身
近
で
関
わ
る
人

も
行
う
も
の
で
す
。
周
り
の
人
た
ち
を

巻
き
込
ん
で
い
か
に
支
援
を
し
て
い
け

る
の
か
な
ど
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

園
で
も
具
体
的
な
支
援
（
視
覚
支
援
・

言
葉
の
支
援
・
環
境
整
備
）
を
し
て
い

ま
す
が
上
手
く
い
か
な
い
こ
と
も
有

り
、
困
る
こ
と
が
沢
山
あ
る
中
で
、
先

生
の
話
の
中
に〝
ポ
イ
ン
ト
は
３
分
割
〟

３
分
割
を
使
っ
て
観
察
し
て
い
く
と
行

動
の
意
味
が
見
え
て
き
や
す
く
な
る
と

の
話
が
あ
り
や
っ
て
み
よ
う
と
思
い
ま

し
た
。

　
保
護
者
支
援
と
し
て
、
親
が
相
談
し

や
す
い
環
境
づ
く
り
を
工
夫
し
ま
し
ょ

う
。
親
の
気
持
ち
に
寄
り
添
い
な
が
ら

保
育
が
出
来
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
と

の
こ
と
で
し
た
。〝
よ
り
そ
う
〟わ
か
っ

て
い
る
様
で
分
か
ら
な
い
言
葉
で
す
。

保
護
者
の
悩
み
や
不
安
な
気
持
ち
、
が

ん
ば
っ
て
い
る
所
を
ま
ず
は
認
め
て
、

話
を
聞
く
こ
と
。
そ
し
て
、
担
任
だ
け

で
な
く
チ
ー
ム
で
対
応
で
き
る
体
制
を

作
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
支
援
は
診
断

が
出
て
い
な
く
て
も
出
来
ま
す
。
支
援

し
な
が
ら
外
部
機
関
に
繋
げ
て
い
け
る

よ
う
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
と
話
さ

れ
ま
し
た
。保
護
者
と
の
関
係
づ
く
り
、

こ
れ
が
一
番
難
し
い
こ
と
で
す
が
、
保

護
者
に
寄
り
添
い
、
子
ど
も
の
育
ち
を

支
え
あ
え
る
チ
ー
ム
に
な
り
た
い
と
思

い
ま
し
た
。

　
第
３
分
科
会
で
は
、
若
杉
友
子
先
生

を
迎
え
「
一
汁
一
菜
～
質
素
な
食
事
の

大
切
さ
～
」
の
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

先
生
は
「
82
歳
で
老
眼
鏡
も
ま
だ
掛
け

な
い
足
腰
も
元
気
で
ス
ク
ワ
ッ
ト
が
80

回
は
出
来
ま
す
。」
と
元
気
な
先
生
で

し
た
。

　
現
代
の
食
事
、
材
料
な
ど
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
の
知
恵
や
知
識
を
役
立
て
て
ほ

し
い
、
ご
主
人
が
美
食
家
で
ガ
ン
に
か

か
り
余
命
２
か
月
と
言
わ
れ
、
先
生
の

食
事
方
法
で
治
っ
た
と
お
し
ゃ
っ
て
い

ま
し
た
。
先
生
は
「
パ
ン
・
パ
ス
タ
・

ラ
ー
メ
ン
は
良
く
な
い
、
肉
食
は
し
あ

わ
せ
に
な
ら
な
い
」
と
お
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
。
カ
ッ
プ
ラ
ー
メ
ン
・
外
食
・

フ
ァ
ー
ス
ト
フ
ー
ド
・
コ
ン
ビ
ニ
を
利

用
し
て
食
べ
物
が
欧
米
化
さ
れ
て
い
る

今
、
日
本
人
は
昔
か
ら
食
べ
て
い
た
日

本
食
の
み
そ
汁
を
食
べ
な
さ
い
、
み
そ

汁
は
「
飲
む
点
滴
」
と
言
わ
れ
、
優
れ

た
栄
養
食
で
す
。
体
温
は
お
米
と
塩
気

に
よ
っ
て
発
熱
が
起
き
て
体
が
温
ま

り
、
良
い
血
液
が
で
き
ま
す
。

　「
店
で
売
ら
れ
て
い
る
も
の
は
季
節

外
れ
な
の
で
、
旬
な
も
の
を
食
べ
る
、

旬
は
ク
ス
リ
」
と
の
こ
と
で
、
保
育
園

の
菜
園
な
ど
で
作
ら
れ
た
野
菜
も
旬
の

食
材
と
し
て
使
い
、
毎
日
の
食
事
や
食

生
活
を
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

発
芽
玄
米
を
食
べ
て
一
汁
一
菜
が
日
本

人
に
は
よ
い
、
梅
干
し
を
毎
日
食
べ
な

さ
い
、
肉
・
卵
・
牛
乳
・
パ
ン
な
ど
食

べ
な
い
食
事
は
す
こ
し
過
激
な
部
分
も

あ
る
が
、
毎
日
が
甘
い
物
ば
か
り
又
お

肉
を
沢
山
食
べ
て
い
た
り
す
る
こ
と
の

方
が
危
険
な
こ
と
も
あ
る
の
か
と
気
づ

か
さ
れ
ま
し
た
。
毎
日
の
食
を
見
直
す

き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。

　
第
４
分
科
会
で
は
、
ａ
、
ｂ
、
ｃ
の

３
分
野
に
分
か
れ
開
催
し
ま
し
た
。

　
ａ
は
「
子
ど
も
の
た
め
の
保
育
を
語

り
合
お
う
～
子
ど
も
の
遊
び
に
は
ワ
ク

ワ
ク
ド
キ
ド
キ
が
い
っ
ぱ
い
～
」
の

第
３
分
科
会
に
参
加
し
て

灘
手
保
育
園
　
薮
本
　
正
治

第
４
分
科
会
に
参
加
し
て

北
条
み
ど
り
こ
ど
も
園
　
松
本
八
千
代
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テ
ー
マ
の
も
と
、
鳥
取
県
教
育
委
員
会

幼
児
教
育
セ
ン
タ
ー
係
長
　
大
高
美
穂

子
氏
、
お
も
ち
ゃ
屋
Ｓ
Ｕ
Ｎ
代
表
　
曽

根
健
太
朗
氏
、
県
育
協
の
佐
藤
比
登
志

副
会
長
を
パ
ネ
リ
ス
ト
に
、
３
園
の
事

例
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
２
歳
児
の

菜
園
活
動
の
中
で
保
育
士
主
導
型
か
ら

子
ど
も
の
興
味
、
関
心
に
寄
り
添
い
子

ど
も
主
体
へ
と
展
開
さ
れ
た
畑
作
り
の

実
践
を
発
表
さ
れ
た
育
成
保
育
園
、
自

然
環
境
、
地
域
の
特
性
を
活
か
し
、
保

護
者
や
地
域
を
ま
き
込
み
な
が
ら
保
育

を
実
践
さ
れ
て
い
る
鳥
取
福
祉
会
と
う

ご
う
保
育
園
、
３
歳
～
５
歳
の
異
年
齢

ク
ラ
ス
の
中
で
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
を
育

て
た
い
と
の
子
ど
も
の
思
い
か
ら
試
行

錯
誤
を
し
な
が
ら
広
が
っ
た
活
動
を
発

表
さ
れ
た
仁
慈
保
幼
園
の
事
例
が
発
表

さ
れ
ま
し
た
。
３
園
と
も
、
子
ど
も
の

つ
ぶ
や
き
（
言
葉
）、
発
信
を
受
け
止

め
、
興
味
、
関
心
に
基
づ
い
た
保
育
が

展
開
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
自
身
、
自
園

の
保
育
を
振
り
返
り
、保
育
を
見
直
し
、

考
え
る
機
会
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
ｂ
で
は
、「
倉
吉
と
言
え
ば
倉
吉
イ

カ(

凧)

～
伝
統
文
化
を
体
験
し
て
み

ま
せ
ん
か
～
」
の
テ
ー
マ
で
、
倉
吉
凧

工
房
の
黒
川
哲
夫
氏
を
講
師
に
迎
え
、

鳥
取
県
唯
一
の
伝
統
凧
で
あ
る
倉
吉
イ

カ
の
講
義
を
聞
き
、
凧
作
り
、
凧
上
げ

の
体
験
を
し
ま
し
た
。
世
界
に
一
つ
だ

け
の
凧
が
、
風
を
受
け
空
高
く
舞
い
上

が
る
様
子
に
歓
声
と
笑
顔
が
あ
ふ
れ
て

い
ま
し
た
。

　
ｃ
で
は
、「
新
た
な
る
自
分
の
発
見

～
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ワ
ー
ク
を
通
し
て

～
」
の
テ
ー
マ
で
、
森
の
国
の
藤
田
健

一
氏
を
講
師
に
迎
え
、様
々
な
ゲ
ー
ム
、

遊
び
の
体
験
を
通
し
て
、
遊
び
の
楽
し

さ
、
考
え
、
工
夫
し
知
恵
、
意
見
を
伝

え
合
う
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。
和
気

相
合
の
雰
囲
気
の
中
で
の
貴
重
な
体
験

と
な
り
ま
し
た
。

　
３
分
野
各
々
の
テ
ー
マ
の
も
と
、
有

意
義
な
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

　
平
成
30
年
９
月
１
日
、
と
り
ぎ
ん
文

化
会
館
、９
月
２
日
、国
際
フ
ァ
ミ
リ
ー

プ
ラ
ザ
で
「
保
育
場
面
で
遭
遇
す
る
視

覚
に
関
す
る
発
達
の
諸
問
題
と
そ
の
対

応
」
と
題
し
て
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
眼
鏡
を
か
け
て
い
る
子
が
、
何
だ
か

増
え
た
な
あ
…
…
。
そ
う
感
じ
て
い
た

と
こ
ろ
の
こ
の
研
修
会
。
島
根
県
立
大

学
人
間
文
化
学
部
保
育
教
育
学
科
　
准

教
授 

内
山 

仁
志 
氏
を
お
迎
え
し
て
、

分
か
っ
て
い
そ
う
で
わ
か
っ
て
い
な
い

各
研
修
会
報
告

視
機
能
に
関
す
る
知
識
、
支
援
方
法
な

ど
に
つ
い
て
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　「
目
の
発
達
は
就
学
前
に
ほ
ぼ
完
了

す
る
こ
と
」「
視
機
能
異
常
の
治
療
は

１
年
以
上
と
長
い
間
か
か
る
こ
と
」
な

ど
か
ら
、
で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に
異

常
に
気
付
き
、
治
療
に
取
り
掛
か
る
必

要
が
あ
る
そ
う
で
す
。
視
覚
に
問
題
が

あ
る
こ
と
に
気
付
か
な
か
っ
た
た
め
、

言
語
発
達
に
遅
れ
が
出
た
り
、
日
常
生

活
に
支
障
が
出
た
り
と
い
っ
た
例
も
、

多
く
あ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
話
を
伺

い
な
が
ら
、
自
分
の
園
の
子
ど
も
た
ち

を
思
い
浮
か
べ
、
ど
う
だ
ろ
う
か
と
不

安
に
な
り
ま
し
た
。

　
異
常
に
気
付
く
こ
と
は
、
毎
日
一
緒

に
生
活
し
て
い
る
私
た
ち
だ
か
ら
こ
そ

で
き
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
異
常
に

  

第
２
回
障
が
い
児
保
育

　  

　
研
修
会
に
参
加
し
て

巌
保
育
園
　
三
浦
　
洋
子
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第
２
回
食
育
研
修
会
が
平
成
30
年
10

月
13
日
に
琴
浦
町
ま
な
び
タ
ウ
ン
と
う

は
く
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
講
師
は

サ
カ
モ
ト
キ
ッ
キ
ン
ス
タ
ジ
オ
の
坂
本

加
奈
先
生
で
す
。
先
生
の
お
話
で
人
間

は
30
％
の
脳
で
生
ま
れ
て
き
て
６
歳
ま

で
に
は
60
％
く
ら
い
の
発
達
が
あ
り
６

歳
ぐ
ら
い
か
ら
勉
強
を
始
め
る
こ
と
で

脳
の
発
達
が
促
進
さ
れ
る
と
の
講
演
が

あ
り
ま
し
た
。
保
育
園
・
幼
稚
園
で
脳

の
発
達
が
大
き
く
あ
る
期
間
を
大
事
に

育
て
て
行
こ
う
と
思
い
ま
し
た
。「
幼

児
期
は
五
感
の
時
代
」
な
の
で
五
感
を

育
て
る
こ
と
が
で
き
る
食
育
、
成
功
体

験
を
積
み
重
ね
る
こ
と
で
楽
し
く
な

る
、
成
功
体
験
か
ら
、
私
は
で
き
る
と

自
信
が
持
て
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
幼

児
期
で
は
大
切
だ
と
思
い
ま
し
た
。
有

名
な
芦
田
愛
菜
ち
ゃ
ん
が
サ
カ
モ
ト

キ
ッ
キ
ン
ス
タ
ジ
オ
の
教
室
に
生
徒
で

通
っ
て
い
た
よ
う
で
、
そ
こ
で
の
成
功

体
験
が
、
今
で
は
い
わ
し
を
自
分
で
さ

ば
い
て
フ
ラ
イ
を
し
た
り
、
ぬ
か
漬
け

を
作
っ
た
り
し
て
い
る
と
お
話
が
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
先
生
か
ら
「
食
材
か
ら

食
品
に
な
る
過
程
を
見
る
と
食
べ
る
よ

う
に
な
る
」
と
の
お
言
葉
が
あ
り
ま
し

た
。

　
保
育
園
は
ス
ー
パ
ー
と
同
じ
よ
う
な

魚
の
切
身
で
購
入
し
ま
す
が
、
そ
の
魚

は
ど
ん
な
大
き
さ
な
の
か
、
ど
ん
な
に

お
い
が
す
る
の
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
魚

を
切
っ
て
い
る
様
子
を
子
ど
も
た
ち
が

見
て
魚
か
ら
血
が
出
て
い
る
と
「
血
が

出
て
気
持
ち
悪
い
」
と
声
が
あ
っ
た
り

し
て
い
ま
し
た
が
、
給
食
時
、
サ
バ
を

食
べ
る
と
未
満
児
も
以
上
児
も
好
ん
で

食
べ
て
い
ま
し
た
。
菜
園
で
育
て
た
野

菜
、
水
や
り
を
し
て
食
べ
る
喜
び
な
ど

早
く
気
付
き
、
保
護
者
と
連
携
し
専
門

機
関
に
つ
な
げ
て
い
け
る
よ
う
知
識
・

情
報
を
し
っ
か
り
と
身
に
つ
け
て
お
き

た
い
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
当
た
り
前
の
こ
と
だ
け
れ
ど

も
な
か
な
か
で
き
て
い
な
い
、「
き
ち

ん
と
治
療
を
続
け
る
こ
と
」
の
大
切
さ

を
お
話
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
は
保
護

者
に
も
目
を
向
け
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
保
護
者
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
専
門

性
を
活
か
し
、
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
保
育

士
で
あ
り
た
い
と
改
め
て
感
じ
る
研
修

会
で
し
た
。

を
記
憶
し
て
成
長
し
て
も
ら
い
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
初
任
・
初
級
保
育
士
研
修
会
③
が
、

平
成
30
年
10
月
30
日
（
火
）
倉
吉
体
育

文
化
会
館
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
研

修
③
の
サ
ブ
テ
ー
マ
は
～
共
に
学
ぼ
う

～
と
題
し
、
今
回
が
学
び
合
い
の
ま
と

め
の
回
と
な
り
ま
し
た
。

　
参
加
者
38
名
は
７
グ
ル
ー
プ
で
討
議

を
進
め
て
い
き
ま
し
た
。

　
午
前
中
の
討
議
で
は
、
こ
れ
ま
で
の

研
修
①
②
を
終
え
て
「
新
た
な
子
ど
も

の
発
見
」
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
学
び

が
あ
っ
た
の
か
「
振
り
返
り
シ
ー
ト
」

に
基
づ
い
て
討
議
を
し
ま
し
た
。
討
議

で
は
、
保
育
実
習
（
研
修
②
）
で
自
園

と
の
環
境
の
違
い
、
そ
こ
か
ら
育
ま
れ

て
い
る
子
ど
も
達
の
姿
を
話
し
合
う
光

景
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
討
議
後
の
意
見
発
表
で
は
「
保
育
者

主
体
で
は
な
く
子
ど
も
主
体
の
遊
び

や
、
選
択
肢
の
あ
る
遊
び
を
行
う
と
子

ど
も
達
は
自
発
的
に
な
る
と
感
じ
た
」

「
見
守
る
こ
と
、
ゆ
と
り
あ
る
言
葉
掛

け
、〝
や
っ
て
み
た
い
〟
を
尊
重
す
る

こ
と
で
子
ど
も
達
は
主
体
的
に
活
動
出

来
て
い
た
」
な
ど
様
々
な
意
見
が
発
表

さ
れ
ま
し
た
。

　
３
人
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
か
ら
は
、「
子

ど
も
の
気
持
ち
を
考
え
、
共
に
体
験
し

見
守
る
こ
と
で
主
体
性
が
育
つ
」「
遊

び
を
通
し
た
体
験
の
中
で
、
子
ど
も
は

圧
倒
的
に
学
ぶ
」
な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
頂
き
ま
し
た
。

　
午
前
中
の
最
後
に
は
、「
自
分
を
振

り
返
っ
て
」
を
テ
ー
マ
に
討
議
を
行

い
、
意
見
発
表
で
は
「
つ
ぶ
や
き
（
共

感
）
を
拾
っ
て
保
育
を
し
て
い
き
た

い
」「〝
ダ
メ
〟〝
や
め
よ
う
ね
〟
の
言

葉
掛
け
を
や
め
、
肯
定
的
な
言
葉
掛
け

を
心
が
け
た
」
と
い
っ
た
子
ど
も
の
気

持
ち
に
寄
り
添
う
意
見
が
多
く
あ
り
ま

し
た
。
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
か
ら
は
「
今
の

感
覚
を
大
切
に
し
て
ほ
し
い
、
こ
う
い

う
こ
と
を
し
て
あ
げ
た
い
と
い
う
思
い

を
持
ち
続
け
て
ほ
し
い
」
と
い
っ
た
ア

ド
バ
イ
ス
を
頂
き
ま
し
た
。

　
午
後
は
、
赤
碕
こ
ど
も
園
の
徳
田
憲

生
先
生
と
「
遊
び
こ
み
・
夢
中
度
」「
心

の
安
定
度
」
～
Ｓ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
に
よ
る
保
育

評
価
～
と
題
し
て
、
映
像
を
見
て
子
ど

も
の
夢
中
度
・
安
定
度
を
５
段
階
で
評

  

第
２
回
食
育
研
修
会

灘
手
保
育
園
　
薮
本
　
正
治

  

初
任
・
初
級
保
育
士

　  

　
研
修
会
③
を
終
え
て

栴
檀
保
育
園
　
西
村
　
孝
太
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価
し
、
語
り
合
い
ま
し
た
。
ど
れ
だ
け

夢
中
に
な
っ
て
遊
び
込
ん
で
い
る
か
、
遊

び
込
む
た
め
に
必
要
な
心
の
安
定
を
ど

れ
だ
け
得
て
い
る
か
、
正
解
は
な
い
、
自

分
の
感
じ
た
夢
中
度
・
安
定
度
を
参
加

者
は
大
い
に
語
り
合
い
ま
し
た
。
徳
田

先
生
か
ら
は
、
環
境
と
関
わ
り
を
考
え

て
い
く
中
で
、
映
像
を
活
用
す
る
こ
と

は
よ
り
深
い
改
善
が
で
き
、
よ
り
良
い

環
境
を
作
り
出
す
気
づ
き
の
き
っ
か
け
・

工
夫
の
き
っ
か
け
に
結
び
つ
く
の
で
は

な
い
か
。
と
お
話
し
を
頂
き
ま
し
た
。

　
最
後
は
、
鳥
取
福
祉
会
津
ノ
井
保
育

園 

保
育
士
長 

新
　
茂
雄
先
生
よ
り
、

「
エ
ル
マ
ー
ご
っ
こ
」
を
通
し
て
～
保

育
者
が
子
ど
も
た
ち
一
人
一
人
の
「
遊

び
き
る
子
ど
も
の
姿
」
を
ど
う
と
ら

え
、
ど
う
仲
間
づ
く
り
へ
繋
げ
て
い
く

か
～
と
題
し
て
事
例
発
表
を
し
て
頂
き

ま
し
た
。
エ
ル
マ
ー
の
本
を
参
考
に
し

て
遊
び
の
環
境
や
「
遊
び
き
る
」
た
め

の
様
々
な
仕
掛
け
を
作
り
、
友
だ
ち
と

イ
メ
ー
ジ
の
広
が
り
を
共
有
し
合
っ
て

ク
ラ
ス
全
体
で
成
長
す
る
姿
を
発
表
さ

れ
ま
し
た
。「
遊
び
き
る
」
に
繋
げ
て

い
く
た
め
の
環
境
作
り
の
大
切
さ
や
ポ

イ
ン
ト
を
具
体
的
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
参
加
さ
れ
た
方
々
に
は
、
こ
の
研
修

で
学
ん
だ
こ
と
を
活
か
し
て
、
今
後
も

豊
か
な
保
育
観
を
育
ん
で
い
た
だ
き
た

い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
①
②
③
の
研
修

本
当
に
お
疲
れ
様
で
し
た
。

　
平
成
30
年
９
月
６
日
、
鳥
取
県
米
子

市
に
於
い
て
、
標
題
の
研
修
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　「
保
護
者
と
と
も
に
子
ど
も
の
心
を

育
む
た
め
に
！
～
保
育
が
見
え
れ
ば
保

護
者
も
変
わ
る
～
」
と
い
う
共
通
テ
ー

マ
の
も
と
、
講
師
に
玉
川
大
学 
教
授 

大
豆
生
田
啓
友
氏
を
お
迎
え
し
、
前
半

は
、「
親
た
ち
へ
の
保
育
の
見
え
る
化
」

と
い
う
こ
と
に
大
き
く
テ
ー
マ
を
お
い

て
の
講
演
、
後
半
は
ド
キ
ュ
メ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
の
作
成
と
紹
介
。

　
研
修
終
了
後
に
は
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ

シ
ョ
ン
の
展
示
・
発
表 

と
大
変
充
実

し
た
研
修
と
な
り
、
参
加
者
が
と
も
に

学
び
、
熱
心
な
情
報
交
換
・
共
有
を
行

な
い
ま
し
た
。

［
講
演
概
要
］

◍
ペ
リ
ー
就
学
前
計
画

　
質
の
高
い
保
育
は
そ
の
子
の
人
生
を

変
え
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
国
の
将

来
に
影
響
を
与
え
る
。
子
ど
も
主
体

の
あ
そ
び
が
学
び
で
あ
り
、
そ
の
学

び
を
保
障
す
る
こ
と
で
非
認
知
能
力

を
高
め
、
よ
い
成
果
に
つ
な
が
っ
て

い
く
。

◍
今
回
の
教
育
要
領
・
指
針
の
改
定
で

は
、
幼
稚
園
・
こ
ど
も
園
・
保
育
園

の
３
歳
以
上
児
に
関
す
る
記
載
が
ほ

ぼ
統
一
さ
れ
、
主
体
的
な
教
育
の
保

障
、
保
育
の
可
視
化
、
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
大
切
さ
が
求
め

ら
れ
た
。

◍
一
枚
の
写
真
で
も
か
な
り
語
れ
る
。

日
々
の
保
育
の
中
か
ら
見
え
る
も
の

が
増
え
て
い
る
か
？
　
見
え
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
か
？

　
子
ど
も
た
ち
の
保
育
を
見
て
、
あ
ふ

れ
る
ほ
ど
ド
ラ
マ
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
が

出
て
く
る
園
は
、
子
ど
も
た
ち
が
不

思
議
だ
と
思
う
も
の
や
事
柄
に
つ
い

て
、あ
れ
を
試
し
こ
れ
を
試
し
、日
々

実
験
を
重
ね
試
行
錯
誤
を
し
て
い

る
。
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
過

程
に
、
た
く
さ
ん
の
感
動
や
達
成
感

が
詰
ま
っ
て
い
る
。

◍
保
育
の
可
視
化
に
つ
い
て

　
子
ど
も
た
ち
が
遊
び
こ
ん
で
い
く
と

ブ
ー
ム
が
起
き
る
→
ブ
ー
ム
が
起
き

る
と
遊
び
が
学
び
に
な
る
→
そ
の
保

育
を
見
え
る
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、

学
び
の
中
身
が
家
庭
に
伝
わ
る
。
結

果
、
親
や
地
域
が
つ
な
が
っ
て
い
く

→
親
が
み
ん
な
園
の
フ
ァ
ン
に
な
っ

て
い
く
。

◍
保
育
の
質
を
高
め
て
い
る
園
と
は
？

　
豊
か
に
遊
べ
る
環
境
を
整
え
、
子
ど

も
主
体
の
あ
そ
び
を
保
障
し
、
保
育

を
見
え
る
化
し
て
い
る
園
。

◍
ド
キ
ュ
メ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と
は
ク
ラ

ス
だ
よ
り
で
は
な
く
記
録
で
あ
り
、

写
真
を
使
っ
て
自
分
の
保
育
を
振
り

返
る
ツ
ー
ル
で
あ
る
→
日
誌
だ
と
今

日
あ
っ
た
こ
と
を
記
録
す
る
だ
け
だ

が
、
ド
キ
ュ
メ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は

「
明
日
は
こ
う
し
よ
う
」
が
見
つ
か
る
。

　
吹
き
出
し
「
や
っ
た
ー
」「
わ
ー
い
」

は
意
味
が
な
い
。書
く
の
で
あ
れ
ば
、

そ
の
子
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
会
話
や

や
り
と
り
な
ど
を
記
入
す
る
。
そ
れ

に
よ
り
、
そ
の
日
の
活
動
が
具
体
的

に
見
え
る
化
さ
れ
、
子
ど
も
主
体
の

あ
そ
び
が
学
び
で
あ
る
と
い
う
こ
と

の
理
解
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。

※
ド
キ
ュ
メ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
作
成
に

あ
た
っ
て
は
、
参
加
者
の
方
々
は
手

を
止
め
る
こ
と
な
く
、
思
い
思
い
に

作
業
を
進
め
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
写

真
を
見
せ
あ
い
な
が
ら
お
互
い
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
を
交
換
し
、
笑
顔
で
話
が

は
ず
ん
で
い
る
グ
ル
ー
プ
も
多
く
見

ら
れ
ま
し
た
。

　
作
成
後
は
、
グ
ル
ー
プ
内
で
の
共
有

時
間
が
設
け
ら
れ
、
自
分
の
書
き
方

が
、
レ
イ
ア
ウ
ト
も
含
め
て
パ
タ
ー

ン
化
し
て
い
な
い
か
？
他
の
人
の
記

入
の
仕
方
と
の
違
い
に
気
づ
く
こ
と

に
目
標
に
お
き
、
こ
こ
で
も
活
発
に

意
見
交
換
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

［
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
］

◍
各
ブ
ロ
ッ
ク
よ
り
、
９
園
13
名
の
参

加
が
あ
り
、
研
修
閉
会
後
の
約
１
時

間
、
展
示
ロ
ビ
ー
で
は
熱
気
の
あ
る

発
表
や
質
疑
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
し

た
。

 

子
ど
も
の
育
ち
を
支
え
る
運
動
研
修
会

　
　 
　
in 
中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
報
告

あ
ゆ
み
保
育
園（
倉
吉
）
　
村
岡
　
亜
樹
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うっちー先生のえほんばなし③
　全国の絵本専門士が任意で所属する〔NPO法人絵本文化推進協会〕という団体があります。私も
所属しており、全国各地でイベントを実施しています。イベントの中でたくさんの絵本作家とコラボ
させていただいていきました！その中でも一番仲良くさせていただいているサトシン（佐藤伸）さん
についてのえほんばなし。はじまりはじまり～。

今年　鳥取でも大きなイベント開催予定！絵本作家がぞくぞく来鳥！

サトシン

　1962 年、新潟県に生まれる。広告制作プロダクション勤務、専業主夫、フリーのコピーライター
を経て絵本作家になる。
　主な絵本の作品に『うんこ！』『わたしはあかねこ』（西村敏雄/絵　文溪堂）、
『ま、いっか！』（ドーリー/絵　えほんの社）『ごめんなさい』（羽尻利門/絵　ポプラ
社）『ぼくがいちばん！すごいでしょ』（山村浩二/絵　PHP研究所）などがある。
　NHK　Eテレ『みいつけた！』の中の親子のコミュニケーション遊び「おてて絵本」を発案。普
及活動にも力を入れている。
　第１回リブロ絵本賞、第２０回けんぶち絵本の里びばからす賞、第３回MOE絵本屋さん大賞など
受賞多数。大垣女子短期大学客員教授。

　サトシン作品の魅力は
・　テキスト（文章）のテンポとリズムが良く、一緒に読んでいる子どもがノリノリになる。
・　内容はオチがついていたり同じ展開を繰り返したりと笑いを誘うことが多いが…実はかなりふか
　  ～いメッセージが詰まっている。
・　絵本のテーマや内容に合わせてたくさんの絵本作家と絵本を作っているので、絵本のテイストが
　  様々である。

　　　　　　『ぼくがいちばん！すごいでしょ』

サトシン　作/山村浩二　絵　2018 年８月　PHP出版

　たくさんの動物が登場して自分の得意なこ
とを自慢していきます。足の速い動物、体の
大きな動物はもちろん！動きの遅い動物だっ
てそれを誇りに思っています。
そう！【自己肯定感】です。
保育園で大切にしたいことが
ギュッと詰まっている 1冊です。

絵本紹介③

『おれたちはパンダじゃない』

サトシン　作/すがわらけいこ　絵　2011 年４月　アリス館　　　　　

　人気者を羨ましく思ったクマがパンダに変装し
て街に繰り出すお話。【俺は俺　あなたはあなた
ありのままでいいんだよ】のメッセージが込めら
れていますが、中身はめっちゃふざけてます。ス
トーリー、コミカルなパンダと人物の描写とアツ
いメッセージのギャップが最高！
絵本文化推進協会主催　第 1回ビブリオバトルチャンプ本　紹介者うっちー先生

絵本紹介④

　今の勤務地は鳥取市の児童発達支援センター。私の業務のひとつに、小集団療育『いるかクラス』
の療育担当があります。保育園や幼稚園など大きな集団の中で十分に力を発揮できにくい子どもたち
が、小集団で力を発揮し、自信をつけていく療育です。５歳からの参加で、元気な子どもたちと力一
杯体を動かしたり、集団でのゲーム遊びをしたりして楽しんでいます。その療育の中で、絵本を読む
時間があり、サトシン作品を多く読んでいます。
　コミュニケーションを取ったり、掛け合いしながら読んでいったりする絵本が多いので、読んでい
る時には、体や頭を使い「うそだぁ！」「うんこ！」と歓喜の声がたくさん出てきます。でも絵本を
読み終わり閉じた後、読後感とでもいうのでしょうか。少しの間、静寂が訪れます。何かを感じてい
るのかな。でもメッセージは押し付けじゃありません。感じなくてもいいんです！
　保育の中で大切なこと、伝えたいことはたくさんあれど…

楽しくなくちゃはじまらない！

とサトシン氏の絵本が教えてくれています。サトシン絵本で Let’s be edutainment!

うっちー先生プロフィール
　鳥取市公立園の保育士。　保育士/ジュニアスポーツ指導員/絵本専門士
独立行政法人 国立青少年教育振興機構 絵本専門士委員会　第三期絵本専門士に認定され、県内外で活動を行っている。
Ameba ブログ『絵本専門士うっちー先生の活動記録』  サトシンさん来鳥の情報もブログにて発信していきます。要チェックや♪
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今
年
の
冬
は
、
気
象
庁
の
予
報
通
り

暖
冬
傾
向
で
、
降
雪
も
少
な
い
よ
う
で

す
。
そ
の
た
め
、
大
変
な
雪
か
き
の
手

間
が
省
け
た
り
、
車
や
自
転
車
、
歩
行

の
際
の
不
便
さ
は
緩
和
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
そ
の
半
面
、
ス
キ
ー
場
の
雪
不
足

や
、
農
作
物
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
暖
冬
に
な
る
と
暖
か
い
日

と
寒
い
日
が
交
互
に
あ
ら
わ
れ
、
寒
暖

差
が
激
し
く
な
る
傾
向
に
あ
る
そ
う
で

す
。
そ
の
た
め
体
調
を
崩
し
や
す
い
よ

う
で
す
。
も
と
も
と
冬
場
は
体
の
抵
抗

力
が
落
ち
や
す
い
時
期
で
も
あ
り
、
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
腸
感
冒
の
流
行
期
と

重
な
り
ま
す
。
読
者
の
皆
さ
ん
、
子
ど

も
た
ち
の
体
調
管
理
に
は
充
分
気
を
付

け
た
い
も
の
で
す
。�

（
Ｈ
・
Ｓ
）

平 成 31 年 度　事 業 計 画
期　　　日 事　　業　　名 場　　　　所 備　　考

５月15日㈬ 第１回理事会 倉吉市 倉吉未来中心

５月28日㈫ 代議員会、第１回施設長研修会 倉吉市 倉吉未来中心

６月11日㈫〜13日㈭ 第62回全国私立保育園研究大会 熊本県熊本市 全国私立保育園連盟

６月18日㈫ 第２回理事会、第１回合同部会 倉吉市 倉吉未来中心

６月22日㈯ 保育士研修会 琴浦町 まなびタウンとうはく

６月26日㈬〜28日㈮ 第33回保育を高める研究集会 愛知県名古屋市 日本保育協会

６月29日㈯ 第１回食育研修会 倉吉市 倉吉未来中心

７月 初任・初級保育士研修会① 未定

８月10日㈯
第１回乳児保育研修会

鳥取市 福祉人材研修センター

８月11日㈰ 米子市 国際ファミリープラザ

８月31日㈯ 第 1回障がい児保育研修会 鳥取市 福祉人材研修センター

８月 初任・初級保育士研修会② 未定

９月19日㈭〜20日㈮ 全国私立保育園連盟中国・四国ブロック研修会 広島県 全国私立保育園連盟中国・四国ブロック

９月 中国地区保育協議会人材養成研修会 岡山県岡山市 中国地区保育協議会

10月24日㈭〜25日㈮ 第53回全国保育士会研究大会 島根県松江市 全国保育士会

10月 初任・初級保育士研修会③ 未定

11月 9日㈯ 第２回乳児保育研修会 倉吉市 倉吉未来中心

11月13日㈬〜15日㈮ 第63回全国保育研究大会 広島県広島市 全国保育協議会

１月18日㈯ 第２回合同部会 倉吉市 倉吉未来中心

１月19日㈰ 第66回鳥取県保育推進研究大会 倉吉市 倉吉未来中心

２月 中国ブロック保育士会リーダーセミナー 島根県松江市 中国地区保育士会

未定 日本保育協会中国・四国ブロック研修会 徳島県 日本保育協会中国・四国ブロック

未定 主任保育士研修会 未定

未定 第２回施設長研修会 未定

未定 第２回食育研修会 未定

未定 第２回障がい児保育研修会 未定

※期日及び内容等については、変更となることがありますので御了承ください。

　
今
回
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
で
は
、
内
容

の
見
直
し
と
整
理
を
行
っ
た
ほ
か
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
な

ど
使
用
環
境
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
今
後
も
一
層
内
容
を
充
実
さ

せ
、
必
要
な
情
報
の
発
信
と
保
育
の
質

の
向
上
の
一
助
に
な
れ
ば
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

当
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　
　

（
く
ら
ふ
と
）を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

　
　
　
　
　
　
　
　

い
た
し
ま
す
。


